
正義の心と仲間達の絆

パワプロタカ

タテ書き小説ネット Byヒナプロジェクト

http://pdfnovels.net/



1

注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
正
義
の
心
と
仲
間
達
の
絆

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
３
２
０
２
Ｏ

【
作
者
名
】

　
パ
ワ
プ
ロ
タ
カ

【
あ
ら
す
じ
】

　
こ
の
物
語
は
オ
リ
キ
ャ
ラ
が
主
人
公
と
、
他
多
数
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
達
が
繰

り
広
げ
る
バ
ト
ル
満
載
ギ
ャ
グ
満
載
ラ
ブ
コ
メ
満
載
の
物
語
で
あ
る
。
こ
の
物

語
に
は
複
数
の
ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
出
で
き
ま
す
。
但
し
、
同
じ
作
品
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
全
員
同
じ
所
に
居
る
と
は
限
ら
な
い
。
原
作
が
ベ
ー
ス
の
シ

ナ
リ
オ
も
存
在
す
る
が
、
違
う
展
開
に
な
る
。
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オ
リ
キ
ャ
ラ
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
（
前
書
き
）

ど
う
も
、
初
め
ま
し
て
。
パ
ワ
プ
ロ
タ
カ
と
申
し
ま
す
。
初
め
て
の
投
稿
に
な

る
の
で
今
後
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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オ
リ
キ
ャ
ラ
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

オ
リ
キ
ャ
ラ
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
 
 

高
木
克
磨

た
か
ぎ
か
つ
ま

物
語
の
主
人
公
。
３
国
の
内
の
一
つ
、
「
高
龍
蜀
」
で
太
守
を
勤
め
て
い
る
。

王
の
劉
備
と
共
に
仲
間
を
思
い
や
り
、
市
民
を
大
切
に
し
な
が
ら
国
を
築
き
上

げ
て
い
く
。
男
な
の
に
女
の
肌
だ
ど
思
わ
れ
て
い
る
。

高
木
克
斗

た
か
ぎ
か
つ
と

克
磨
の
弟
。
克
磨
と
同
様
に
女
の
肌
だ
ど
思
わ
れ
て
い
る
。
見
た
目
も
克
磨
と

瓜
二
つ
で
あ
る
。
生
ま
れ
た
翌
日
に
母
親
を
亡
く
し
、
父
親
が
行
方
不
明
と
な

り
、
克
磨
が
一
生
懸
命
育
て
て
来
た
為
、
克
磨
の
事
を
「
兄
さ
ん
」
で
は
な
く

「
父
さ
ん
」
と
呼
ん
で
い
る
。

鉄
郎

て
つ
ろ
う

克
斗
と
同
い
年
の
男
の
子
。
彼
は
克
斗
を
ラ
イ
バ
ル
と
思
い
、
い
つ
か
決
着
を

つ
け
よ
う
と
約
束
し
て
い
る
。
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オ
リ
キ
ャ
ラ
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
（
後
書
き
）

個
々
で
主
題
歌
の
紹
介
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｏ
Ｐ
・
１
　
　
第
１
話
～
第
２
６
話

［
イ
ナ
ズ
マ
イ
レ
ブ
ン
］

「
Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
キ
タ
ー
！
」
Ｔ
－
ｐ
ｉ
ｓ
ｔ
ｏ
ｎ
ｚ
＋
Ｋ
Ｍ
Ｃ

Ｅ
Ｄ
・
１
　
　
第
１
話
～
第
１
３
話

［
迷
い
猫
オ
ー
バ
ー
ラ
ン
！
］

「
迷
い
猫
同
行
会
の
歌
」
芹
沢
文
乃
＆
梅
ノ
森
千
世
＆
霧
谷
希

Ｅ
Ｄ
・
２
　
　
第
１
４
話
～
第
２
６
話

［
ぬ
ら
り
ひ
ょ
ん
の
孫
］

「
Ｓ
ｐ
ａ
ｒ
ｋ
ｙ
　
Ｓ
ｔ
ａ
ｒ
ｔ
」
片
手
☆
Ｓ
Ｉ
Ｚ
Ｅ
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第
１
話
 
 

克
斗
、
高
龍
蜀
軍
に
採
用
さ
れ
る
の
事
（
前
書
き
）

い
よ
い
よ
本
編
が
始
ま
り
ま
す
。
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第
１
話
 
 

克
斗
、
高
龍
蜀
軍
に
採
用
さ
れ
る
の
事

此
処
は
克
磨
が
納
め
る
国
「
高
龍
蜀
」

仲
間
を
思
い
や
り
、
市
民
を
大
切
に
し
な
が
ら
国
を
築
き
上
げ
て
い
く
。

そ
し
て
今
、
と
あ
る
部
屋
に
向
か
お
う
と
し
て
い
る
者
達
も
そ
の
軍
の
メ
ン
バ

ー
で
あ
る
。

愛
紗
「
…
…
後
は
ご
主
人
様
だ
け
だ
な
」

遊
星
「
あ
あ
、
そ
う
だ
な
」

ハ
ヤ
テ
「
他
の
皆
さ
ん
は
も
う
と
っ
く
に
起
き
て
い
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
に
ま

だ
寝
て
る
な
ん
て
…
…
…
相
変
わ
ら
ず
で
す
ね
」

銀
時
「
全
く
だ
」

そ
う
言
っ
て
克
磨
の
部
屋
の
ド
ア
近
く
で

銀
時
「
起
き
ろ
コ
ン
ニ
ャ
ロ
ー
！
！
」
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ハ
ヤ
テ
「
さ
っ
さ
と
起
き
て
く
だ
さ
い
！
！
」

愛
紗
「
早
く
起
き
て
く
だ
さ
い
、
ご
主
人
様
～
！
！
」

物
凄
く
デ
カ
イ
声
で
叫
ん
だ
。
す
る
と
、

克
磨
「
う
る
せ
ェ
ェ
ェ
！
！
」

太
守
が
怒
鳴
り
な
が
ら
出
て
き
た
。

克
磨
「
そ
ん
な
デ
カ
イ
声
出
さ
な
く
て
も
と
っ
く
に
起
き
と
る
わ
ボ
ゲ
ェ
！
！
」

遊
星
「
…
…
起
き
て
来
な
い
方
が
悪
い
」

愛
紗
「
遊
星
の
言
う
通
り
で
す
。
ご
主
人
様
の
寝
坊
癖
は
一
刻
も
早
く
直
し
て

ほ
し
い
も
の
で
す
」

銀
時
「
そ
う
言
う
声
だ
。
今
日
は
新
人
が
来
る
日
だ
」

克
磨
「
あ
っ
…
…
確
か
に
今
日
は
そ
ん
な
日
だ
っ
た
な
」

ハ
ヤ
テ
「
早
く
行
き
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
が
待
っ
て
ま
す
か
ら
」
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そ
し
て
中
央
部
屋
。

瑞
希
「
今
日
か
ら
来
る
新
人
の
子
、
ど
ん
な
子
か
楽
し
み
で
す
ね
」

文
乃
「
あ
た
し
は
興
味
な
い
し
」

瑛
里
華
「
そ
ん
な
事
言
わ
な
い
の
。
私
は
興
味
津
々
よ
」

ク
ロ
ウ
「
俺
が
面
倒
を
見
て
や
る
ぜ
」

新
八
「
僕
の
後
輩
な
ら
色
々
教
え
て
あ
げ
な
い
と
ね
」

皆
は
興
味
津
々
だ
っ
た
。

可
愛
が
っ
て
あ
げ
た
り
、
あ
れ
こ
れ
伝
授
し
た
り
と
か
色
々
あ
っ
た
。

そ
し
て
、

？
？
？
「
す
い
ま
せ
～
ん
。
新
人
の
…
…
…
…
」
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何
か
言
い
か
け
た
が
、
途
中
で
止
め
た
。

何
故
な
ら
…
…
…
…
…
…

克
磨
「
…
…
…
克
斗
じ
ゃ
な
い
か
」

克
斗
「
…
…
…
父
さ
ん
！
！
」

全
員
「
「
エ
エ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

ー
！
？
」
」

克
磨
の
弟
で
あ
り
、
息
子
で
も
あ
る
克
斗
だ
っ
た
か
ら
。

秀
吉
「
…
…
…
…
成
程
、
克
磨
の
息
子
じ
ゃ
っ
た
の
か
」

克
斗
「
は
い
」

ヒ
ナ
ギ
ク
「
し
か
も
見
た
目
が
瓜
二
つ
だ
わ
」

鈴
々
「
ま
た
お
兄
ち
ゃ
ん
が
増
え
た
の
だ
！
！
」

あ
む
「
…
で
、
ど
う
す
る
の
？
」

千
世
「
そ
う
よ
、
一
体
ど
う
や
っ
て
採
用
す
る
の
？
」
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彼
女
達
が
聞
い
て
来
た
。

す
る
と
、

克
磨
「
面
倒
だ
し
、
息
子
だ
か
ら
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
発
採
用
」

ハ
ヤ
テ
・
雄
二
・
ク
ロ
ウ
・
新
八
「
「
「
「
は
や
っ
！
！
採
用
は
や
っ
！
！
」
」

」
」

こ
う
し
て
克
磨
の
息
子
、
克
斗
は
高
龍
蜀
軍
に
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
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第
１
話
 
 

克
斗
、
高
龍
蜀
軍
に
採
用
さ
れ
る
の
事
（
後
書
き
）

次
回
か
ら
い
き
な
り
反
董
卓
軍
連
合
軍
編
に
突
入
し
ま
す
。
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第
２
話
 
 

一
同
に
集
結
す
る
群
雄
（
前
書
き
）

さ
て
、
い
よ
い
よ
反
董
卓
軍
連
合
軍
編
が
始
ま
り
ま
す
。
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第
２
話
 
 

一
同
に
集
結
す
る
群
雄

克
斗
が
高
龍
蜀
軍
に
入
っ
て
か
ら
数
日
が
経
っ
た
。

此
処
は
高
龍
蜀
と
は
違
っ
た
国
「
姫
覇
魏
」

姫
神
が
太
守
を
務
め
、
曹
操
と
共
に
覇
道
を
突
っ
走
っ
て
い
る
。

姫
神
「
…
…
…
…
そ
れ
は
本
当
な
の
か
？
」

山
崎
「
は
い
。
こ
の
目
で
確
か
め
て
来
ま
し
た
」

華
林
「
そ
う
…
…
…
…
…
…
…
ご
苦
労
様
」

曹
操
が
そ
う
言
う
と
、

歌
唄
「
と
う
と
う
…
…
…
…
…
こ
の
日
が
来
た
よ
う
ね
」

虎
鉄
「
あ
あ
、
董
卓
軍
と
戦
う
時
が
来
た
な
」

あ
る
者
は
何
か
を
待
っ
て
い
た
様
に
思
い
、

土
方
「
久
々
の
喧
嘩
だ
。
派
手
に
や
る
ぜ
」
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春
蘭
「
勿
論
、
私
達
の
勝
利
は
間
違
い
な
い
！
！
」

近
藤
「
…
…
…
…
…
…
…
…
お
前
達
、
程
々
に
し
と
け
よ
」

秋
蘭
「
近
藤
の
言
う
通
り
だ
ぞ
。
姉
者
、
土
方
。
派
手
に
や
り
過
ぎ
る
と
逆
に

華
林
様
と
姫
神
に
負
担
が
か
か
る
」

あ
る
者
は
派
手
に
や
り
そ
う
で
あ
っ
て
、
あ
る
者
は
止
め
た
り
、

理
沙
「
私
達
の
出
番
が
来
た
な
！
！
」

美
希
「
今
こ
そ
我
等
…
…
…
…
…
」

泉
「
３
人
娘
の
出
番
！
！
」

あ
る
者
は
凄
く
張
り
切
っ
て
い
た
。

桂
花
「
…
…
で
、
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
ん
で
す
か
？
」

姫
覇
魏
軍
の
軍
師
の
１
人
が
聞
い
て
来
た
。

華
林
「
…
…
…
確
か
に
何
か
し
な
い
と
始
ま
ら
な
い
わ
ね
」

沖
田
「
…
…
…
…
…
…
…
…
…
と
、
言
う
事
は
？
」

姫
神
「
ま
ず
は
高
龍
蜀
軍
の
所
に
行
っ
て
、
連
合
軍
を
結
成
す
る
ぞ
！
！
」
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姫
覇
魏
軍
は
高
龍
蜀
軍
に
向
か
っ
て
出
発
し
た
。

一
方
、
蛇
攘
呉
軍
で
も
同
じ
事
が
起
こ
っ
て
い
た
。

マ
キ
ナ
「
こ
れ
よ
り
、
高
龍
蜀
軍
の
所
に
行
っ
て
、
連
合
軍
を
結
成
し
に
行
く

ぞ
！
！
」

蓮
華
「
皆
、
準
備
は
出
来
て
い
る
か
！
？
」

蛇
攘
呉
軍
の
太
守
、
マ
キ
ナ
が
蓮
華
と
共
に
軍
の
皆
に
指
揮
を
と
っ
て
い
る
。

少
蓮
「
準
備
出
来
て
る
よ
～
♪
」

皆
本
「
勿
論
、
ザ
・
チ
ル
ド
レ
ン
も
準
備
万
端
だ
」

桂
「
久
々
だ
な
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
」

エ
リ
ザ
ベ
ス
『
そ
う
だ
ね
、
桂
さ
ん
』

エ
リ
ザ
ベ
ス
は
言
葉
は
喋
ら
な
い
け
ど
、
ボ
ー
ド
で
表
現
し
て
い
る
。

マ
キ
ナ
「
よ
し
、
行
く
ぞ
！
！
」

全
員
「
「
オ
オ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
！
！
」
」

此
方
も
動
き
出
し
た
。
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そ
し
て
高
龍
蜀
で
は
、

美
波
「
…
…
…
…
…
…
確
か
今
日
、
姫
覇
魏
軍
と
蛇
攘
呉
軍
の
連
中
が
来
る
日

だ
っ
た
わ
ね
」

唯
世
「
そ
う
だ
ね
。
そ
う
言
う
日
だ
っ
た
ね
」

そ
の
時
、
姫
覇
魏
軍
の
連
中
が
到
着
し
た
。

土
方
「
御
用
改
め
て
あ
る
！
！
」

春
蘭
「
我
が
主
、
曹
操
が
高
龍
蜀
軍
に
用
が
あ
っ
て
参
っ
た
！
！
」

姫
神
「
…
…
…
…
…
…
…
…
…
俺
の
事
忘
れ
て
る
だ
ろ
」

姫
覇
魏
軍
が
そ
う
言
っ
た
。

遊
星
「
…
…
…
…
…
…
…
…
…
お
前
が
曹
操
か
」

華
林
「
え
え
、
そ
の
通
り
よ
。
私
が
曹
操
よ
」

家
康
「
…
…
…
…
…
…
…
…
…
こ
ん
な
の
が
曹
操
と
は
な
…
…
…
…
子
供
だ
な
」

春
蘭
「
貴
様
！
！
華
林
様
に
向
か
っ
て
何
で
事
を
…
…
…
…
…
！
！
」

姫
神
「
止
め
ろ
。
俺
達
は
言
い
争
い
に
来
た
の
で
は
な
い
」

山
崎
「
そ
う
で
す
よ
。
喧
嘩
し
ち
ゃ
元
も
子
も
な
い
で
し
ょ
う
」

姫
神
と
山
崎
が
夏
侯
惇
を
止
め
て
い
る
時
、
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皆
本
「
失
礼
し
ま
す
」

思
春
「
我
が
主
、
孫
権
と
マ
キ
ナ
が
高
龍
蜀
軍
に
用
が
あ
っ
て
参
っ
た
！
！
」

蛇
攘
呉
軍
が
到
着
し
た
。

ナ
ギ
「
…
…
…
…
…
…
…
…
…
お
前
が
孫
権
だ
な
」

蓮
華
「
…
…
…
…
…
…
…
…
…
そ
の
通
り
だ
。
私
が
孫
権
だ
」

ハ
ヤ
テ
「
曹
操
さ
ん
と
は
違
っ
て
大
人
で
す
ね
」

華
林
「
…
…
…
…
…
…
…
…
…
小
さ
く
て
悪
か
っ
た
わ
ね
」

そ
し
て
、

克
斗
「
や
っ
と
来
た
ね
、
父
さ
ん
」

克
磨
「
そ
う
だ
な
…
…
…
」

克
磨
は
一
度
息
を
吸
っ
て
、
こ
う
言
い
放
つ
。

克
磨
「
じ
ゃ
あ
全
員
揃
っ
た
所
で
、
連
合
軍
結
成
会
議
を
始
め
る
ぞ
！
！
」

一
同
が
集
結
し
、
反
董
卓
軍
に
向
け
て
会
議
が
行
わ
れ
る
。
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第
２
話
 
 

一
同
に
集
結
す
る
群
雄
（
後
書
き
）

次
回
、
反
董
卓
軍
は
ど
う
言
う
戦
法
で
戦
う
の
か
！
？
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

正義の心と仲間達の絆
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この小説の詳細については以下のＵＲＬをご覧ください。
http://ncode.syosetu.com/n3202o/

Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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